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Web API の過去・現在・未来 
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 Web API は情報サービスの，とりわけ Web 上で提供されるサービスにおいて，縁の下の力持ちとして欠かせない位置を占めつつある。

本稿では Web API の提供と利用の両面から類型を示しながら，その歴史的な意義と機能を紹介する。学術情報分野を中心に Web API の提

供事例とマッシュアップ事例を挙げるとともに，その利用目的やデータ形式，ライセンス，永続性といった点を取り上げて議論し，Web API
がもたらしている役割を解説する。 
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1．はじめに 

 本特集をはじめる起点として，Web 2.0 を振り返ろう。

2000 年代半ばに，当時隆盛しつつあった先進的な Web 上

のサービスやその進展を示す用語として「Web 2.0」が喧

伝された1)2)3)。Web 上で提供されるサービスが，人々の生

活を支える一種のプラットフォームとして重要な存在とな

り，利便性を高めていることを実証しつつあった。提唱者

の一人である O’Reilly は，Web 2.0 の定義を述べた論考

「What is Web｣1)において，Web 2.0 の特徴を示すいくつか

の側面に触れながら，その主要な原則として以下の 7 つを

示している。 
1. プラットフォームとしての Web 
2. 集合知の活用 
3. データ活用の推進 
4. ソフトウェアリリースサイクルの終焉 
5. 軽量プログラミングモデルの活用 
6. 複数デバイス対応のソフトウェア 
7. リッチなユーザ体験 
これらの原則のうち複数を結びつける要素が「Web 

API」である。Web 2.0 技術における Web API とは，例え

ば，Google Maps や Gmail に代表される，膨大なデータ

を高速に管理・処理するサーバ側の機構に加え，ページロー

ドに伴う遅延を感じさせないためのAJAXと呼ばれるブラ

ウザとサーバ側との非同期的なデータのやり取りの仕組み

に特徴的にあらわれている。さらに，ブログサービスやソー

シャルブックマークサービス等では，利用者がサービス上

で蓄積したデータを活用できるよう，いつでも全てのデー

タを抽出して，他のサービスと互換性を保つための工夫が

なされた。こういったプラットフォームサービスが相互運

用可能な形式によりデータを出力するという機能の発展形

が Web API であり，ブログサービスにおける RSS フィー

ドの仕組みやその派生サービスはその典型であった。XML
形式の機械可読データをやり取りすることにより，相互に

異なるシステムが多様に結びつく疎結合型のサービス群を

生むこととなった。2006 年に始まったマイクロブログサー

ビス Twitter は，そのサービス全体を Web API により構成

することで，自身が提供するよりも第 3 者提供による

Twitter クライアントや関連サービスなど，多様なツール

群が提供され，自社単体によるよりもはるかに大きなサー

ビスを構成する，さながら一つのエコシステム（生態系）

を作るにいたった。このように，2000 年代半ばに隆盛を極

めた Web 2.0というムーブメントを代表とするシステム機

能が Web API であったし，その恩恵により，多くのサー

ビスが形作られ，多くの人々の暮らしを支えるプラット

フォームとなっていった。本稿では，この Web API とは

何か，その役割とサービス事例を解説しながら，論点の整

理を試みる。 

2．Web API とは 

 Web API について解説する前に，まず，API について述

べておく。API とは Application Programming Interface
の頭文字をとった略語であり，ソフトウェア工学の用語で，

プログラムモジュール間のやり取りの取り決めを指す。つ

まり，あらかじめ構築されたシステムモジュールの機能を

呼び出す際の規約として，どのような値をパラメータとし

て呼び出すか，パラメータ名称は何かなど，ソフトウェア

＊たかく まさお 筑波大学図書館情報メディア系 
〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2 
Tel. 029-859-1394        （原稿受領 2014.3.18）

クライアント
プログラム

Web API
提供サーバ
プログラム

リクエスト

レスポンス

インターネット

データ
（XML, 

JSON等）

図 1 Web API におけるやり取りの概要 



情報の科学と技術 64 巻 5 号（2014） ― 163 ― 

モジュール間で齟齬をきたさないようにするためのもので

ある。Web API はこの通常のソフトウェアにおけるモ

ジュール呼び出しの概念を，Web 上から遠隔に呼び出せる

ようにした概念である。 
Web API の概要を図 1 に示す。Web API は，サーバ側

が提供するプログラム機能をインターネット越しにクライ

アント側のプログラムが呼び出すことにより実行される。

Web API の呼び出しは，通常の Web の仕組みを用いて実

行される。WWW を構成する 3 つの要素：URL，HTTP，
HTML のうちの前 2 者を用いる。つまり，特定の URL を

指定して，HTTP を通じたリクエストを送ることが Web 
API の実行となる。Web API の実行結果はプログラムから

読み出しやすく理解しやすい形式としてクライアント側に

返される。XML（Extensible Markup Language）や JSON
（JavaScript Object Notation）形式が用いられることが多

く，具体的な形式としては，分野ごとに特有の形式 RSS，
Atom，RDF などを用いることも多い。 
 
2.1 Web API の構成による類型 

Web API の呼び出し方式は 2 つに大別される。 
・REST 方式 
・SOAP 方式 
REST（Representational State Transfer）は，Web 上

で提供されるサービスの HTTP プロトコルにおけるやり

取りを標準的なモデルとしてまとめたものである 4)5)。

HTTP 上でアクセスできる Web リソースを，そのリソー

スに対応する URI への操作としての追加機能，編集機能，

削除機能を HTTP メソッド GET，POST，DELETE 等と

結びつけ，相互にやり取りするメカニズムをモデル化した

ものである。後述する SOAP 方式に比べて，シンプルなモ

デルであることと，大規模なサービスでも適用可能な拡張

性に優れたソフトウェアモデルであったことから，Web 
API の呼び出し形式としてもっとも多く使われている。 

SOAP6)はWeb Servicesとも呼ばれるWeb APIサービス

規約群であり，RPC（Remote Procedure Call）と呼ばれ

る，プログラムモジュール同士をネットワーク上で実行す

るための遠隔通信規約と遠隔処理の枠組みを受け継ぐ目的

で確立された 7)。WSDL（Web Services Description 
Language）8)といったサービス記述の枠組みと合わせて用

いることにより，サービス提供側，サービス利用側のプロ

グラム開発や相互理解をスムーズに行える利点がある。

SOAP 方式の Web API はサービスの記述と発見，利用と

いったメカニズムを厳密に定義する伝統的なソフトウェア

開発の枠組みとの親和性が高い点から，企業などによる大

規模なソフトウェアやサービスにおいて適用されている。 
Web 以前から 1980 年代以来のソフトウェアモジュール

間のやり取りの枠組みである RPC や CORBA の枠組みを

Web 上で実現しようとする SOAP 方式を旧来型とすると，

REST方式はHTTP通信規約の議論を基にまとめられた比

較的新しい枠組みである。Google や Amazon といった先

進的な Web 企業による初期の Web API 提供においては，

Google Search API（2002 年開始）は SOAP 方式による提

供，Amazon Associates Web Services（2003 年開始）は

SOAP/REST 両方式により提供されていた。一方で，SOAP
方式においては，Web API 利用にあたっても XML をベー

スとする比較的大きなソフトウェアライブラリを必要とす

る点などから，企業内ソフトウェアなどでの利用を除くと，

軽量プログラミングモデルを旨とする Web 2.0 以降，Web
上の公開サービスではあまり用いられなくなりつつある。

たとえば，Musser9)によると，Web API ポータルサイト

ProgrammableWeb10)における Web API の呼び出し方式

の構成割合は 2008 年に REST 方式が 60％，SOAP 方式が

25％だったのに対し，2010 年には REST 方式が 74％，

SOAP 方式は 15％へと変化し，大多数が REST 方式に移

行したと述べている。 
 

2.2 Web API のアプリケーション類型 
Web API を利用したアプリケーションプログラムは，ス

タンドアローンアプリケーションもありうるが，Web 上で

アプリケーションとして提供されることも多い。このよう

な Web API を利用するアプリケーションをマッシュアッ

プ（Mashup）と呼ぶ。 
Web API のマッシュアップ利用はその構成から，おおむ

ね以下の 3 つに類型化できる11)。 
1. サーバ利用型マッシュアップ 
2. AJAX 型マッシュアップ（ウィジェット型マッシュ

アップ） 
3. データ集約型マッシュアップ 
サーバ利用型マッシュアップの概要を図 2 に示す。エン

ドユーザはマッシュアッププログラムをブラウザを通じて

利用し，この際，利用のためのリクエストを送ると，マッ

シュアッププログラム側がそのリクエストをその内容に応

じた形で Web API 提供サーバ側に送り，Web API 提供プ

ログラムが処理結果を XML や JSON などのデータとして

送り返すと，マッシュアッププログラムはその結果を用い

た処理結果を Web ページとしてブラウザに送り返す。 
サーバ利用型マッシュアップでは，リクエストが直列的

図 2 Web API におけるやり取りの概要 
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に送られ， 終的にブラウザに返されるため，Web API 提
供側サーバとマッシュアップ側との応答速度がサービス全

体の速度に影響を及ぼすこととなる。この点は次の AJAX
型マッシュアップとの大きな相違点である。 

AJAX（Asynchronous JavaScript and XML）とは，

Web ページ内に埋め込まれた JavaScript プログラムを通

じて，Web API とのやり取りを行うことにより，Web ペー

ジを構築する手法を指す。図 3 は AJAX 型マッシュアップ

におけるやり取りを図示している。ここでは，マッシュアッ

ププログラム側は，リクエストに応じた内容の Web ページ

をすぐに返すこととなる。この返されたWebページにWeb 
API を呼び出す JavaScript が付加されていることにより，

AJAX 呼び出しが行われ，Web API には呼び出し側のブラ

ウザからリクエストが行われ，Web API からの応答を読み

込んで，読み込み結果も JavaScript プログラムが処理し

た上で，動的にブラウザの表示内容に反映される。先述の

サーバ利用型マッシュアップとは異なり，Web API 呼び出

し処理結果を待たずにページ表示したり，ブラウザ内のド

ラッグ操作やクリック操作に応じて動的にページ内容を書

き換えたりすることが期待できるため，軽快な UI を構築

できるのが特長であり，Google Maps API などのマッシュ

アップが代表的である。 
なお，サーバ利用型マッシュアップと AJAX 型マッシュ

アップとは併用することもできる。例えば，この種のマッ

シュアップとして 初に公開された Housing Maps12)は，

地域情報サイト Craigslist と地図情報サービス Google 
Maps を組み合わせて，全米における不動産情報を並べて

選んだりできるツールで，AJAX 型 API の Google Maps
とサーバ利用型 API である Craigslist とを組み合わせた

ツールであった13)。 
データ集約型マッシュアップは，利用者のリクエストに

応じてマッシュアップ先のデータを取得するのではなく，

あらかじめ Web API を通じて得られるデータそのものを

蓄積しておき，利用者からのニーズには蓄積したデータを

用いるタイプのマッシュアップサービスである。この種の

アプリケーションの代表格は機関リポジトリの横断検索用

サービスである。機関リポジトリが標準的にサポートして

いる OAI-PMH プロトコル14)においては，リポジトリ内の

レコードの新規登録，更新，削除といった操作結果を一定

期間ごとに集計しながら全取得または差分取得する機能が

あるため，特定のリポジトリ内のメタデータをまるごと取

得するメタデータハーベスティングに対応している15)。 

3．事例から：学術情報流通分野を中心に 

 2000 年代初頭から提供がはじまった Web API には，既

に多くの提供事例があり，さらにその適用事例としての

マッシュアップサービスやアプリケーションも膨大な数に

及ぶ。Web API 情報全般を集めた開発コミュニティサイト

Programmable Web10)は 2014 年 3 月現在，11,122 件の

API と 7,375 件のマッシュアップ適用事例を掲載してい

る。 
 
3.1 Web API の提供事例 
 学術情報流通の分野でも Web API を提供している多く

の事例がある。たとえば，国内の主要な書誌ユーティリ

ティ，図書館，情報センターは 2000 年代半ばから，次々

と Web API の整備と提供を続けてきている。国立国会図

書館における検索システム PORTA16)17)は 2008 年に Web 
API 提供を開始し，PORTA 後継である国立国会図書館

サーチ（NDL サーチ）18)19)においても，Web API の提供は

継続し，Dublin Core に基づくメタデータ形式 DCNDL に

よる提供が行われている。国立情報学研究所が提供する

CiNii Articles も 2009 年以来，OpenSearch と詳細な RDF
メタデータに基づく Web API 提供を行っている20)21)22)23)。

CiNiiにおけるWeb APIの活用の取り組みについては本特

集の大向による論考も詳しい23)。農林水産研究情報総合セ

ンターも農林水産分野の蔵書検索や研究報告等のメタデー

タを Web API を通じて検索，取得できるようにしている24)。

科 学 技 術 振 興機 構 が 提供 す る 情 報 検索 サ ー ビ ス

J-GLOBAL において，2010 年より Web API を提供して

いる25)。 
そのほかの例として，カーリル26)は全国の図書館を対象

とした横断検索サービスとして 2010 年に開始したサービ

スだが，そのサービス全体を Web API としても公開して

いる27)。 
また，書誌情報以外でも，レファレンス協同データベー

ス 28)は，レファレンス相談の質問回答を集約したデータ

ベースを構築しており，その蓄積された質問回答などに対

する検索 Web API を提供している29)。 
上記のほか，情報検索，メタデータハーべスティング，

リンクリゾルバなどの分野における事例がある。情報検索

の分野では，Web 出現以前より普及が進んでいた別規格

Z39.5030)が複数の情報検索システムの相互運用性を保っ

て連携させる手段となってきた31)。Z39.50 は Web 出現以

前から開発されてきた規格であり，Web や Web API との

互換性はない。Web 普及後に，Z39.50 の次世代版として

標準化されたのがSRU/SRWである32)。SRU/SRWは，SRU

図 3 AJAX 型マッシュアップにおけるやり取りの概要 
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がいわゆる REST 方式であり，SRW は SOAP 方式による

ものであり，Web API としてのパラメータ等は同一のもの

である。先に述べたように，SOAP 方式の SRW はさほど

普及しておらず，SRU/SRW と並べて表記されるものの，

SRU の利用が中心となっている。 
一方で，Z39.50 とは別に急速に発展した Web 検索エン

ジンなどにおける検索仕様においては独自のものが多い。

また，A9.com から，より簡便な検索 Web API 仕様

OpenSearch33)が提案され，普及が進んだ。 
学術情報流通の分野ではすでに見たように，情報検索に

用いる Web API として，SRU/SRW，OpenSearch などが

ある。検索以外の他ツールとのやり取りとしては，リンク

リゾルバで利用されている OpenURL34)，機関リポジトリ

を中心として用いられている OAI-PMH（Open Archive 
Initiative Protocol for Metadata Harvesting）14)がある。 
また，文献管理ツール Mendeley35)も多くのシステム機

能に対応する Web API を開発者向けに提供している36)。 
 
3.2 Web API の利用事例（マッシュアップ） 

先 に 述 べ た よ う に ， 海 外 の 開 発 者 向 け サ イ ト

ProgrammableWebに登録されているマッシュアップ事例

だけで 7,375 例あり，膨大なマッシュアップ適用が実現さ

れている。このようなマッシュアップ事例は，企業・団体

などによるサービスだけでなく，個人による開発によって

実現されているものも多い。このようなマッシュアップ構

築にあたってよく使われている Web API を拾ってみると，

2014 年 3 月時点の ProgrammableWeb におけるマッシュ

アップ登録件数では，Google Maps（39％），Twitter
（12％），Youtube（10％），Flickr（9％），Amazon（6％），

Facebook（6％）といった順に多く使われている。それ以

外には，国内では，Yahoo！JAPAN や楽天といった国内の

大手 IT 系企業による Web API サービスが多く使われてい

る37)38)39)。 
学術情報の分野におけるマッシュアップ事例のひとつと

して，国内でも早期に公開されたマッシュアップ例は

myrmecoleon による所蔵図書館マップ 40)であり，図書

ISBN を指定してその本を所蔵する図書館を Google Maps
上に表示するものであった。また，ゆうき市立図書館では

受け入れ雑誌の目次レベルの情報を提供するため，国立国

会図書館の雑誌記事論文索引の RSS およびマガジン書店

Fujisan の提供する RSS をもとに，自動的に新着記事を一

覧するサービスを開発し提供している41)42)。新着雑誌記事

速報の詳細は本特集における川嶋の論考も参照のこと43)。

そのほか，Twitter API と CiNii API を用いた論文情報を

つぶやくボットである「論文ったー｣44)45)や類似文書検索

ツールである「ふわっと関連検索｣46)47)といったマッシュ

アップツールも開発されている。 
また，海外の事例においても，OCLC における WorldCat 

Search API を用いたマッシュアップ事例の一覧が公開さ

れており，2014 年 3 月時点で 92 事例が公開されている48)。 
機関リポジトリで提供されるOAI-PMH14)はもともとメ

タデータハーベスティングとしてデータ集約型マッシュ

アップを実現する手段である。つまり，大学や研究機関ご

とに個別に構築されるシステム内のメタデータを更新情報

を含んですべて取得でき，データ集約型の検索サービスを

構築することを前提としている。たとえば，全世界の機関

リポジトリ情報を集約して収集した検索サービス

OAIster49)がある。OAIster の国内版として，日本国内の

機関リポジトリをまとめた横断検索サービスとして国立情

報学研究所が提供する JAIRO50)がある。同様に，ヨーロッ

パにおける複数機関リポジトリ横断型の検索サービスに

OpenAIRE51)がある。また，単に集約したデータを横断的

に検索提供するだけでなく，さらにそのマッシュアップ

サービス自身が Web API を提供することもできる。たと

えば AirWay52)は国内の機関リポジトリに蓄積された学術

文献を取得し，OpenURL を通じてリンクリゾルバに情報

を渡すことにより，もともとの提供元にはなかったチャネ

ルにデータを広げ，活用できるようにしている53)54)55)。 
また，ソーシャルメディア上における学術文献の利用動

向や評判分析を行うオルトメトリックス（Altmetrics）と

呼ばれる試みにおいても，Web API の利用は顕著である56)。

海外では Altmetrics57)や ImpactStory58)といったサイトが

文献データベースの情報と各種ソーシャルメディアの情報

を取得，集約し，マッシュアップした結果を可視化するサー

ビスを提供している。同様の国内のサービスとしては吉田

らによる Ceek.jp Altmetrics59)があり，国内の学術文献に

対するソーシャルメディア上での言及数などを可視化する

サービスを提供している。これらのサービスは，マッシュ

アップ元とする学術文献サービスはもちろん，ソーシャル

メディア側のサービスも Web API が提供されていること

により，サービスが構築できている。このように，従来は

相互に無関係と思われてきた分野同士のデータやサービス

を結び付け，効果を測定したり，実際に使う手間を減らす

ことができることが Web API の持つ直接的な効能のひと

つといえる。 
また，エンドユーザが利用するマッシュアップアプリ

ケーションだけでなく，マッシュアップサービスを作るこ

とを支援するツールもいくつか公開されている60)。たとえ

ば，米国 Yahoo! 社が提供する Yahoo Pipes61)では，Web 
API でのやり取りを GUI を通じて Web API から取得した

データを並べ替えたり，変換したりする処理を自動的に行

うことができる。 
 

3.3 Web API コンテストとハッカソン 
Web API コンテストやハッカソンなどの動きについて

も触れておきたい。2006 年に始まった Mashup Awards
は国内の IT 企業を中心に開催され，Web API を用いて構

築されたマッシュアップアプリケーションをコンテスト形

式で審査，表彰するもので，2013 年まで 9 回開催され，

2013 年には 460 作品もの応募があった62)。国立情報学研

究所は 2009 年，2010 年の 2 回にわたり「CiNii ウェブ API
コンテスト」を開催した 63)64)23)。国立国会図書館もレファ
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レンス協同データベースの API を対象に「API 腕自慢」と

題する公募企画を 2010 年に実施した 29)。LOD（Linked 
Open Data）における Web API およびオープンデータ活

用を企図した「Linked Open Data チャレンジ Japan」も

2011 年以来，継続的に開催され，マッシュアップアプリ

ケーションに限らず，データセットやアイデア，可視化な

ども表彰している65)。また，Mashup Awards や LOD チャ

レンジでは，単にコンテストを実施するだけでなく，勉強

会やハッカソンなどのイベントを開催することを通じ，

Web API を提供するだけでなく，アプリケーション開発や

アイデアの醸成を促進する仕組みとして，コンテストを活

用している点も特徴的である。ハッカソンを通じたマッ

シュアップ等への取り組みは本特集の鎌田による論考も参

考にしたい66)。 

4．Web API の提供と利用にあたって考慮しなけれ

ばならないこと 

 Web API を提供するにあたって，または，利用するにあ

たって，双方の立場で考慮しなければならないことがある。

個別の事例ごとの詳細な議論は本特集の各論考を参照いた

だくとして，ここでは一般論として考慮すべき点にあらか

じめ触れておきたい。 
 
4.1 Web API を提供する目的 
そもそも，あるサービスが Web API を提供するのはな

ぜだろうか。これは，Web API の提供と利用にあたって，

もっとも重要な問となるだろう。簡単にまとめると，主に

以下の 3 つの役割が考えられる： 
1. サービス利用の促進 
2. 他のサービスや団体との相互連携 
3. 思いもよらないアイデアやアプリケーションの実現 
Web API の第 1 の目的は，サービスの利用者を増やした

り，サービスへのアクセスを増加させることである。商用

サービスであれば，これらは直接的な利益となるため，こ

の目的はかなり多くの部分を占めると考えられる。たとえ

ば，Google や Amazon などの企業は提供サービスを使う

利用者のアクセス増加や利用者チャネルが増加することに

より，広告収入や購買収入を増す。このように，マッシュ

アップなどを通じて，直接的または間接的にそのサービス

もしくは扱っているデータを使う機会が増えることによ

り，利用アクセスや利用そのものが増える。 
第 2 の点として，標準的な Web API を用いることによ

り，同一のシステムや同一の開発企業を前提とせずとも連

携を図ることが可能となる。たとえば，Web API が無い状

態で別の機関が提供するシステム同士の横断検索を行おう

とすると，相手側との合意，調整を行ったうえで，相互に

連結するシステムを個別に開発する必要がある。これには

非常にコストと労力がかかり，システムが変更された場合

に対応しなおすことも難しくなるが，統一的な Web API
への対応ができれば，この手間を減らすことができるため，

コミュニケーションや開発にかかるコストを省力化できる。 

後の点として，Web API を提供することを通じて，当

初は想定されなかったような利用形態やマッシュアップを

生み出す，一種のイノベーション効果も期待できる。Web 
API コンテストやハッカソンなどは，単純に認知度やサー

ビス利用を増やす目的もあるが，この点の効果を促進する

ことを期待して開催されている側面も強い。Web API を活

用するマッシュアップの開発は，ハッカー文化，オープン

ソースソフトウェア文化とも関連深く，個人や有志の開発

者たちが本務としない環境下で構築することが多いことが

報告されており，利用者自身の手によるプロトタイプ型開

発も期待できる67)68)。 
 

4.2 提供データの形式 
Web API を提供する際にも，利用する際にも，やり取り

されるデータがどのようなデータであるかが規定されてい

なければならない。この際，やり取りするデータは，でき

るだけ，利用に簡便で，標準化されたものであることが望

ましい。そして，そのデータ内容の意味が分かるようデー

タ仕様を文書化し，明示する必要がある。 
Web API のやり取りに用いるデータ形式は，以前は

XML を基にしたものが標準的であったが，2000 年代後半

からは，より簡潔で分かりやすく，ソフトウェアでも扱い

やすい特長を持つ JSON をベースにするものが多くなり

つつある。LOD におけるデータ構造を表現する，

JSON-LD69)のような複雑な表現もできる記述形式なども

提案され，使われ始めている。 
 
4.3 利用制限とデータライセンス 

Web API はクライアントプログラムによる機械的アク

セスが行われるため，人手によるブラウジングを行う場合

に比べ，サーバ側の処理リソースはより必要となる点に注

意が必要である。このため，負荷がかかりすぎる場合など

に備えて，Web API でアクセスするクライアントに認証を

要したり，一定時間単位のアクセス回数に制限を加えてい

る場合が多い。認証のための仕組みとしては，あらかじめ

クライアント毎に API キーを発行しておく方法や，ユーザ

名とパスワードなどをやり取りする方法などがある。また，

SNS（Social Network Service）などのように個別のユー

ザ単位で利用者情報を受け渡す必要がある場合などに，

OAuth70)71)72)と呼ばれる認証用 Web API 仕様が使われて

いる。 
さらに，Web API を通じてやり取りするデータは，第 3

者が取得して場合によっては加工を施すなどして再利用す

る必要があることから，どのような利用方法までは許すか，

利用規約などによりその扱いを明示する必要がある。同時

に，やり取りされるデータ自体のライセンスも重要となっ

てくる。近年ではオープンデータの潮流があり，機械可読

データに Creative Commons ライセンスなどオープンな

ライセンス73)を付与することにより，活用が促されること

が期待できる。 
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4.4 永続性 
Web API にはどの程度の永続性が期待できるだろうか。

たとえば，2002年からGoogle社が提供したGoogle Search 
API は 2006 年には新規登録を停止し，2010 年にサービス

を停止した74)。Twitter 社も 2013 年にサービス開始以来の

Twitter API を廃止し，新しい認証付の Web API へ移行し

た75)。これらの Web API の廃止は，主として経営戦略上の

判断であり，Google Search API の場合はより簡略な開発

が容易な AJAX 型への移行であり，Twitter API の場合は

認証を用いて開発者単位のサービスを強化しようとする意

図であったと推察される。ほかにも，Web API は廃止しな

いものの，一定回数以上の Web API 呼び出しを有料とす

る形へ移行した Google Maps API の例76)もある。 
マッシュアップサービスの開発にあたっては，Web API

側が変更される可能性を考慮に入れて，どの程度まで特定

の Web API に依存すべきかを検討しておく必要がある。

Web API が停止したとしても代替しうる類似 Web API の
存在もあわせて確認しておくとよいだろう。 
逆に，ひとたび Web API サービスの提供を開始し，マッ

シュアップサービスなど，多様なアプリケーション群がで

きあがると，廃止のみならず，変更を行うだけでもその

Web API の利用者に大きな影響を与える場合も多い。これ

を避けるには，Web API の提供をはじめる前に，あらかじ

めそのサービスの目的に合うよう設計を注意深く検討して

おく必要がある77)。 

5．おわりに 

 2014 年は，WWW（World Wide Web）の誕生から 25
年，Web 2.0 の隆盛から 10 年の節目にあたる。Web API
の提供と利用はこの 10 年間を通じて発展を続けてきた。

Web 上で提供されるサービスのうち多くがさまざまな

Web API 機能を備え偏在化しつつある現在，そして，第 3
者によるマッシュアップアプリケーションの開発とその果

実を得ている今，次の段階として，こうした Web API と

アプリケーションとをめぐる優れた生態系をいかに作る

か，そうしたサービスをプロデュースしていくインフォプ

ロの力量が問われているように筆者には思える。Web API
は単なるデータのやり取りの仕組みというだけでなく，

サービス改善のための手段であり，イノベーションを産み

出すための足がかりとなってきた。学術情報分野において

も，この点に焦点をあてた，マイニング探検会78)，Code4Lib 
JAPAN79)，国立情報学研究所学術情報ウェブサービス担当

者研修80)といった勉強会や研修も出現している。まずは身

近な情報サービスがどのようにこれらの Web API を発展

させているか，そこから確認してみることをお奨めする。

本特集における色彩豊かな論考と事例を通じて，Web API
の技術的な枠組みとそこからうまれるサービス機能の一端

を感じていただければ幸いである。 
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Special feature: How to use Web API. The Past, Present and Future of Web API. Masao TAKAKU (University 
of Tsukuba, 2-1 Kasuga, Tsukuba, Ibaraki, 305-8550 JAPAN) 
 
Abstract: Web API has become essential role for information services, especially on the Web. Several categories 
of Web API are presented from the viewpoints of a provider and user as well as its functions and historical 
aspects. This paper demonstrates some examples from scholarly information fields, and discusses several 
issues such as objectives, data formats, licenses, and life cycles of Web APIs. 
Keywords: Web services / Web 2.0 / Mashup / Linked Open Data (LOD) / REST / SOAP 
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